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13㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター　13：00～16：00

相談員　藤田義一）

⑮（日）
休日救急医（池田医院盈52－2581）

16（月）
日本脳炎（右参照）

18㈲ 麻しん（はしか）予防撞種（右参照）

19休）
中里村身体障害者福祉団体協讃会創立30周年記念大会
（総合センター9：30～）

20㈹
妊婦、母親学級（右参照）　飲酒運転追放の日
心配ごと相談日（老人福祉センター　13：00～16：00

相談員　藤田義一）

⑳（日）
休日救急医（至誠堂医院君52－3276）

23（月）
日本脳炎（右参照）

25困 麻しん（はしか）予防接種（右参照）

26休）
特設人権相談所（老人福祉センター　10：00～15：00〉

　　　、

27㈹
産後検診（右参照）

心配ごと行政相談日（老人福祉センター　13：00～16：00
相談員　竹藤邦吉）

⑳（日）
休日救急医（中条病院君57－3018）

30（月）
ツベルクリン反応及びB　C　G（右参照）

1（殉
国民安全の日

3休） 健康増進指導車来村

4㈹
心配ごと相談日（老入福祉センター　13：00～16：00

相談員　竹藤邦吉）

5仕）
交通死亡事故ゼロ1000日達成記念大会（中里中10：25～）

⑥（日）
休日救急医（L村病院費63－2111）

7（月）
交通事故移動相談所（十日町市役所10；OO～15：00）

10休）
交通安全家庭の日
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※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

糞融懇灘縷　　璽
　　　　　　　　　　　　　　　　ゾ秀　　　　　　　　　　　妙
巽　欝懲灘難く
条
黍　　■ツベルクリン反応及びB　C　G（再ツ反者）

斧　　6月30日／13：30～14：30／保健センター／再ツ反者

菱’日本脳炎予防接種｛超鵬ll：欝雛

条　　　6月16日／13：30～14：30／保健センター／初回接種者の

条
の
輩
黍
条
の
窄
の
傘
秀
黍
秀
の
傘
の
傘
の
輩
の
傘
の
輩
“
輩
条
の
傘
の
輩
条
黍

　　　　2回目・未接種者
6月23日／13：30～14：30／保健センター／未接種者

■麻しん（はしか）予防接種（S58．12．1～S59．1L30生）

6月18日／14：00～14：30／上村病院／芋沢・田沢、如来寺

　　　　東田沢・豊里・桂・小原・千溝
6月19日／14：00～14：30／上村病院／高道山地区・清津峡

　　　　地区・土倉・倉下
6月20日／14：00～14：30／上村病院／倉俣地区・貝野地区

6月25日／14：00～14：30／上村病院／田中・上山・山崎・

　　　　荒屋・通り山・芋川新田・桔梗原
6月26日／14：00～14：30／上村病院／未接種者

■母親学級

6月20日／12：30～13：00／上村病院／妊娠中の保健（中期）

■妊婦検診

6月20日／13：30～14：00／上村病院

■産後検診（S61．1．1～S6L4．30の間に出産した人）

6月27日／13：00～14二〇〇／保健センター

　
　
編
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先
月
中
旬
、
十
日
町
市
城
之

越
地
内
で
、
軽
四
輪
貨
物
が
追

い
越
し
を
か
け
、
高
校
生
男
子

の
運
転
す
る
バ
イ
タ
に
正
面
衝

突
。
バ
イ
タ
の
高
校
生
が
亡
く

な
る
と
い
う
悲
惨
な
事
故
が
起

き
て
い
ま
す
。

　
冷
静
に
運
転
を
し
て
い
る
と

き
で
は
、
考
え
ら
れ
な
い
カ
ー

ブ
手
前
で
の
追
越
し
。
し
か
し

わ
た
し
た
ち
は
、
急
ぐ
と
き
特

に
こ
の
ミ
ス
を
犯
し
が
ち
で
す
。

　
職
場
へ
の
通
勤
や
待
ち
合
せ

の
際
は
、
五
分
前
に
着
く
よ
う

に
心
の
ゆ
と
り
を
も
っ
て
出
か

け
ま
し
ょ
う
。

躍
窮
箋
纈
唖

　
上
山
水
稲
組
合
の
田
植
え
の

一
コ
マ
で
す
。
二
十
艀
－
の
水
田

に
五
条
植
え
乗
用
田
植
機
と
二

人
の
助
手
で
ど
ん
ど
ん
植
え
て

い
き
ま
す
。
そ
の
向
こ
う
で
は

大
型
ト
ラ
タ
タ
ー
で
代
カ
キ
を

し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
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こ
こ
に
例
を
示
し
た
の
は
、

生
産
組
合
方
式
の
上
山
水
稲
組

合
（
三
六
二
診
）
、
如
来
寺
の
A

農
家
（
五
・
O
診
）
、
上
山
B
農
家

（
○
・
七
診
）
の
三
形
態
で
す
。

　
上
山
水
稲
組
合
に
比
べ
、
B

農
家
で
は
、
六
倍
近
い
農
機
具

費
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
B
農
家
で
は
、
一

俵
の
米
を
二
万
円
と
仮
定
す
れ

の比較
　　　　（10a単位円）

費農機具
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霞
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壱
す
ぎ
ま
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ん
か

　
農
機
具
の
過
剰
投
資
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

昨
今
で
す
。
収
益
の
上
が
ら
な
い
農
業
経
営
で

は
、
後
継
者
も
育
ち
ま
せ
ん
。
　
「
自
分
の
代
だ

け
は
』
と
い
っ
た
考
え
方
で
は
進
歩
が
あ
り
ま

せ
ん
。
自
分
の
経
営
内
容
を
よ
く
知
り
経
費
の

ム
ダ
を
省
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
農

機
具
の
過
剰
投
資
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま

し
た
。

　
村
内
の
農
家
数
は
、
千
百
十

二
戸
で
す
。
そ
の
内
の
九
三
・

八
較
が
兼
業
農
家
で
す
。
兼
業

農
家
に
は
、
二
種
類
あ
り
ま
す

が
第
二
種
兼
業
農
家
（
農
外
収

入
が
主
）
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
経
営
面
積
を
見
ま
す

と
五
十
艀
－
未
満
の
農
家
が
三
百

九
十
七
戸
、
五
十
艀
，
～
一
診
が

三
百
六
十
戸
と
、
一
珍
未
満
の

農
家
が
七
百
五
十
七
戸
で
全
体

の
六
八
智
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
多
い
農
機
具

　
下
の
グ
ラ
フ
を
見
ま
す
と
、

田
植
機
と
コ
ン
バ
イ
ン
が
急
激

に
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
コ
ン
バ
イ
ン
を
例
に
と

き
な
差

ば
、
四
割
近
く
が
農
機
具
費
と

な
っ
て
い
ま
す
。
B
農
家
は
、

清
津
川
右
岸
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

で
上
山
原
に
も
水
田
を
有
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
は
、
上
山
水
稲

組
合
に
属
し
て
や
っ
て
い
ま
す

が
平
場
の
水
田
（
七
十
誓
）
は
、

個
人
経
営
で
や
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
現
象
は
、
村
内
の
五
つ
の

水
稲
組
合
に
も
い
え
る
こ
と
で
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っ
て
見
ま
す
と
、
村
内
に
は
、

三
百
八
十
二
台
の
コ
ン
バ
イ
ン

が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
雪

地
帯
で
の
二
条
刈
コ
ン
バ
イ
ン

の
作
業
能
率
は
、
六
診
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
で
村
内

の
水
田
耕
作
面
積
を
割
り
ま
す

と
二
百
六
と
い
う
数
字
が
で
ま

す
。
山
間
地
、
ほ
場
の
大
き
さ

な
ど
を
考
え
な
い
で
単
純
に
考

え
た
場
合
、
二
百
六
台
の
コ
ン

バ
イ
ン
が
あ
れ
ば
間
に
合
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
実
際
に
は
、

三
百
八
十
二
台
と
二
倍
近
い
コ

ン
バ
イ
ン
が
入
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ト

ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
、
乾
燥
調

整
機
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と

農作業機械保有台数

　　　　　　　　1，179　　　　　1，080
　　1，041
　　　　（耕運機トラクター）

857

　　　　　　　　　573（乾燥機
　　　　　　536　一，4
　　　　　　／一

　　身　　　　　’　　　　　416（田植機
　　　　　　　　　ノ

／　　
！解，てイン）

鵬メ　　　　　グノ
㌧、＿イ

S45　　50　　55　　60

　＼　、
　（3，614a）

上山水稲組合
　（500a）

如来寺A農家
　（70a）

上山B農家

小農機具費 749 2，780

機械減価償却費 6，404 14，183 57，407

機械修善料 4，481 6，210 2，964

計 10，885 21，142 63，151

1俵当りの農機具費 1，360 2，642 7，893

※10a当り8俵取りで計算

台
㎜

す
。
し
た
が
っ
て
平
場
の
昔
か

ら
保
有
し
て
い
た
水
田
を
耕
作

す
る
た
め
の
一
通
り
の
機
械
を

保
有
し
て
い
ま
す
。

　
村
内
の
○
・
七
珍
⊥
診
未
満

の
農
家
も
こ
の
B
農
家
と
同
じ

位
の
農
機
具
を
所
有
し
て
い
る

こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

な
ぜ
過
剰
投
資
を

　
　
　
招
く
の
か

　
村
内
の
ど
の
農
家
も
、
好
き

好
ん
で
農
機
具
を
購
入
し
て
い

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
は
理
由
が
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
の
大
き
な
理
由
の
一
つ
と
し

て
、
第
二
種
兼
業
農
家
の
増
大

が
あ
り
ま
す
。
恒
常
的
な
勤
務

の
か
た
わ
ら
日
曜
農
業
を
し
て

い
る
人
が
増
え
短
期
間
に
農
業

を
終
や
そ
う
と
す
る
た
め
で
す
。

ま
た
、
第
一
種
兼
業
農
家
で
も

米
の
代
金
が
、
秋
に
な
ら
な
い

と
入
ら
な
い
こ
と
か
ら
現
金
収

入
を
得
る
た
め
に
日
雇
い
に
で

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
日
雇
い

も
七
千
円
近
い
日
当
が
も
ら
え

る
こ
と
か
ら
早
く
農
作
業
を
終

や
し
て
、
賃
稼
ぎ
に
出
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
二
種
兼
業
の
農
家
の
間
で

は
、
農
機
具
の
共
同
利
用
を
し

て
い
る
ケ
ー
又
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
土
日
に
作
業
が
集
中

す
る
こ
と
と
、
機
械
の
手
入
れ

が
行
届
か
ず
、
使
い
た
い
と
き

で
す
。

　
し
か
し
、
村
内
の
五
〇
智
を

占
め
る
十
艀
，
未
満
の
水
田
、
山

間
地
域
の
水
田
で
は
、
農
作
業

効
率
が
悪
い
上
に
、
農
作
業
の

受
委
託
も
難
し
い
こ
と
か
ら
必

然
的
に
農
機
具
の
数
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

O
・
七
～
一
診
未
満
で

　
約
五
百
万
円
の
農
機
具

　
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
村

内
の
七
十
彗
～
一
珍
未
満
の
農

家
で
は
、
四
百
～
五
百
万
円
の

も

農
機
具
を
所
有
し
て
い
ま
す
。

こ
の
農
機
具
の
耐
用
年
数
が
、

平
均
八
年
と
し
ま
す
と
、
一
年

間
の
減
価
償
却
費
は
、
五
十
六

万
円
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

米
一
俵
二
万
円
と
し
ま
す
と
二

十
八
俵
分
と
な
り
ま
す
。
二
十

八
俵
と
い
う
の
は
、
十
牌
、
当
り

八
俵
と
れ
た
と
し
て
も
三
十
五

艀
、
分
に
相
当
し
ま
す
。
こ
の
他

に
、
修
繕
費
、
燃
料
費
、
光
熱

動
力
費
が
伴
い
ま
す
の
で
生
産

コ
ス
ト
に
占
め
る
農
機
具
費
の

割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

に
故
障
し
て
使
え
な
か
っ
た
り

す
る
た
め
、
無
理
を
承
知
で
農

機
具
を
購
入
し
て
い
る
現
状
で

す
。
ま
た
、
ほ
場
が
十
誓
未
満

の
水
田
や
山
間
水
田
も
多
い
こ

と
な
ど
か
ら
作
業
効
率
が
上
が

ら
な
い
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で

す
。
こ
の
他
に
も
、
ほ
場
条
件

が
悪
く
、
農
作
業
を
受
託
し
て

く
れ
る
農
家
の
い
な
い
こ
と
も

そ
の
一
つ
で
す
。

ほ
場
を
大
き
く
し

　
施
設
の
共
同
化
を

　
生
産
者
米
価
が
上
が
ら
な
い

現
状
で
は
、
生
産
コ
ス
ト
の
低

減
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
役
場
で
進
め
て
い
る

新
農
業
構
造
改
善
事
業
の
後
期

対
策
（
田
沢
平
場
地
区
）
で
は

基
盤
整
備
と
育
苗
施
設
、
籾
乾

燥
調
整
施
設
の
建
設
な
ど
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
で

き
れ
ば
、
小
規
模
の
農
家
は
、

育
苗
機
や
乾
燥
調
整
機
を
も
つ

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た

国
営
苗
場
山
麓
総
合
農
地
開
発

地
域
で
も
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
水
田

を
良
く
し
、
農
作
業
の
受
委
託

や
施
設
の
共
同
利
用
を
積
極
的

に
進
め
て
い
く
以
外
に
生
産
コ

ス
ト
の
低
減
は
図
れ
ま
せ
ん
。

　
七
月
一
日
に
桔
梗
原
土
地
改

良
区
と
清
津
川
土
地
改
良
区
が

合
併
し
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に

農
地
の
基
盤
整
備
が
更
に
進
め

ら
れ
ま
す
。
村
全
体
の
農
業
を

発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
基
盤

整
備
が
第
一
条
件
で
す
。
目
先

の
出
費
に
目
を
と
ら
わ
れ
ず
に

広
い
視
野
で
基
盤
整
備
を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
基
盤
整
備
は
、
水
田
の
畑
作

へ
の
利
用
も
容
易
に
す
る
だ
け

で
な
く
複
合
経
営
の
基
盤
と
も

な
り
ま
す
。
積
極
的
に
進
め
た

い
も
の
で
す
。

葬
鎌

高冷地農業技術センター

阿部徳太郎
　　　　　　　さん

生
産
コ
ス
ト
の

　
　
　
　
ダ
ウ
ン
を

　
本
県
で
は
米
の
生
産
コ
ス
ト

の
引
き
下
げ
運
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
米
の
生
産
コ
ス
ト
に
農
機
具

費
の
占
め
る
割
合
が
平
均
三
二

智
で
す
。

　
こ
れ
を
経
営
別
に
見
る
と
一

番
多
い
の
は
十
五
艀
、
～
一
診
で

平
均
値
に
対
し
一
三
六
新
と
多

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
三
鈴
以

懸
．
聾

　
嚇
率
、

欄
触
で

　
奏
機

蟻緯
　　　織　　’
　　罪

昇鯉醗届

上
に
な
る
と
六
九
智
と
少
な
く

な
り
ま
す
。

　
農
機
具
費
は
小
面
積
経
営
で

は
作
業
委
託
な
ど
で
農
機
具
の

所
有
が
少
な
い
が
、
一
診
～
一

・
五
珍
の
経
営
面
積
に
な
る
と

ど
う
し
て
も
過
剰
投
資
に
な
り

や
す
い
で
す
。

　
農
機
具
は
経
営
に
見
合
っ
た

機
械
の
導
入
と
、
利
用
面
積
が

多
く
な
る
程
、
単
位
面
積
当
り

の
費
用
が
低
下
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
米
価
の
引
上
げ

は
ほ
と
ん
ど
期
待
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　
生
産
組
織
で
機
械
を
所
有
し

組
合
員
が
利
用
す
る
。
こ
の
方

法
は
中
里
村
内
で
も
補
助
事
業

な
ど
に
よ
り
、
効
果
が
上
っ
て

い
ま
す
。

　
零
細
経
営
で
は
自
分
で
機
械

を
所
有
せ
ず
、
作
業
委
託
に
出

す
方
が
有
利
で
す
。

　
ま
た
二
～
五
戸
で
共
有
す
る

こ
と
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

主
要
機
械
の
最
低
利
用
面
積
の

目
安
は
ト
ラ
ク
タ
ー
（
二
〇
P

S
）
五
珍
、
田
植
機
（
四
条
歩

行
型
）
三
診
、
コ
ン
バ
イ
ン
（
二

条
型
）
七
診
以
上
が
望
ま
し
い

で
す
。

　
農
機
具
に
は
償
却
年
限
が
あ

り
ま
す
。
手
入
れ
を
よ
く
し
て

機
械
を
長
持
ち
さ
れ
る
こ
と
が

コ
ス
ト
の
引
下
げ
に
な
り
ま
す
。
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こ
こ
に
示
し
た
三
点
の
図
表

は
、
田
植
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
、

循
環
型
乾
燥
機
の
採
算
表
で
す
。

　
こ
の
表
は
、
中
里
村
の
昭
和

六
十
年
度
の
農
作
業
協
定
表
を

基
に
、
規
模
別
に
自
分
で
作
業

し
た
場
合
と
作
業
委
託
を
し
た

場
合
の
比
較
で
す
。

★
育
苗
（
中
苗
硬
化
苗
）

　
表
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
水

田
面
積
が
、
丁
二
九
鈴
未
満
で
あ

れ
ば
委
託
し
た
方
が
有
利
で
す
。

★
田
植
え
（
歩
行
二
条
植
え
）

　
水
田
面
積
が
、
一
・
七
診
未
満

で
あ
れ
ば
委
託
し
た
方
が
有
利

で
す
。

★
稲
刈
（
コ
ン
バ
イ
ン
ニ
条
刈
）

　
水
田
面
積
が
二
二
二
四
珍
未

満
の
農
家
で
あ
れ
ば
委
託
を
し

た
方
が
有
利
で
す
。

★
乾
燥
作
業
（
循
環
型
乾
燥
機
）

　
水
田
面
積
○
・
八
九
珍
未
満

で
あ
れ
ば
委
託
し
た
方
が
有
利

で
す
。

　
こ
こ
で
示
し
た
数
値
は
、
村

の
協
定
料
金
を
基
に
し
て
計
算

し
た
も
の
で
す
か
ら
、
こ
の
料

金
が
変
っ
た
り
、
中
古
の
機
械

を
上
手
に
使
用
す
る
場
合
な
ど

は
、
採
算
点
が
大
き
く
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

自
分
の
経
営
診
断
を

な
ん
ぎ
を
し
て
損
を
し
て
い

て
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。
経
営
を

良
く
す
る
た
め
に
は
、
機
械
の

減
価
償
却
費
な
ど
の
固
定
費
を

下
げ
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
機
械
の
耐
用

年
数
を
伸
ば
し
た
り
、
経
営
を

拡
大
し
た
り
、
作
業
委
託
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
農
政
課
で
は
、
今
後
、
農
機

具
の
過
剰
投
資
額
計
算
表
を
農

家
に
配
布
し
、
個
々
の
農
家
の

現
状
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
方

針
で
す
。

　
農
機
具
の
過
剰
投
資
の
農
家

は
、
除
々
に
経
営
形
態
を
変
え

て
収
益
の
上
が
る
農
業
経
営
を

目
ざ
し
ま
し
よ
う
。

循還型乾燥機の採算点

　　　　　　　　凡例’”’自己乾燥の搬
　　　　　　　　　一一一一委託乾燥の経費

変
動
費

∠　　利益　　　一＿一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　，　　　　　一　　　　一　　　，　　　一　　9民採算点

自分で乾燥した場合
の経費　　】

ρ’一

，
失

、
一
損

　　一　一　一　一9ρ

固
　
定
　
費委託した場合

の経費

20，000

00，000

80，000

60．000

40，000

20．000

の
劃
ノ

経費（円

140，000

　　0　　　プ0　　　イO　　　ざ0　　　ぎ0　　　160　　　120　規模（

（要　約）

　循還型乾燥機を購入して籾乾燥を行った場合と村協定

で生籾乾燥（玄米1俵1，300円）を委託に出した場合の採

を算出すると、水稲作付面積で89a（10a収量8俵）、委託

92，300円となり、それ以内の農家は、他農家へ委託した

うが安価となります。

　すなわち水稲作付面積89a未満の農家は、循還型乾燥

購入せず作業を委託した方が有利といえます。

金’》》》・料用一利
機械田植の採算点
）

凡例
一自己田植の経費

委託田植の経費

利益

　　一　　’
一

自分で田植した場合
の経費　へ．、、，！層

’

　　　　　　’　　　　　’　　　　　一　　　　’　　　　一　　　ρ　　　一　　，ρ
一
　
損
失

民採算点 変
動
費

　　　　　一　，　　　　ρ　一　　　，　’　　一　’　一　

固

委託した場合
定

の経費 費

0 焔着

経費（円

20，000

10，000

00，000

90，000

80，000

70，000

60，000

50，000

40，000

30，000

20，000

10．000

180200220規模（a）

作業を行なった場

5，500円／10a）の

170aとなり、それ

価となります。

は田植機を購入せ

利といえます。

20　　　40　　　60　　　80　　100　　120　　140　　160

（要　約）

　田植機（2条）を購入して自分で田植

合と村協定料金で植えてもらった場合（

採算点を算出すると、水稲作付面積で約

以内では、他の農家へ委託したほうが安

　すなわち水稲作付面積170a未満の農家

ず大規模農家から植えてもらった方が有

コンバイン刈の採算点

） 　　　　　一自己稲刈の経費
凡例
　　　　　委託稲刈の経費

自分で稲刈した場合
の経費 利益

　　一　　甲　，　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　，　　　　　　　　　　　　　　　－　　　一　　　，　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　　一　　曹　　一　　　一　　　　　　　，一一一　　　　損失
　　　　　　，　　　昌　　　一　　　　一　　　一　　　一
　　　一　　　一　　一　　　一　甲　　　，

民
採
算 点

変
動
費

固

定

費

委託した場合
の経費

経費（円

400，000

350．000

300，000

250，000

200，000

150，000

100，000

50．000

　　0　ぎ0　40　60　由　1601201401601802602加2402602き0規模（a）

（要　約）

　自脱型コンバイン（2条）を購入して自分で刈取、脱穀

作業を行なった場合と村協定料金（15，000円／10a）で刈取、

脱穀作業を委託にだした場合の採算点を算出すると水稲作

付面積約234aの委託料で351，000円となり、それ以内では

他の農家へ委託したほうが安価となります。

　すなわち水稲作付面積234a未満の農家は、稲刈作業を委

託したほうが有利といえます。

買物を楽しめる商店街に

霧

あ
る
商
店
街
に
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
拡
幅

が
始
ま
る
前
に
現
状
を
把
握
し

今
後
の
商
店
街
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
内
容
は
次
の
通

り
で
す
。

★
予
備
調
査
“
統
計
基
礎
調
査

　
人
口
、
世
帯
数
、
年
齢
別
人

口
、
産
業
構
造
、
就
業
構
造
、

所
得
水
準
、
交
通
条
件
、
商
業

水
準
、
消
費
者
動
向
、
商
圏
動

向
、
村
内
商
店
に
対
す
る
消
費

者
イ
メ
ー
ジ
、
経
営
者
意
識
、

取
組
方
、
希
望
、
後
継
者
問
題

★
現
地
診
断

　
中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る
基

礎
調
査
を
基
に
し
て
の
分
析
、

上
山
、
荒
屋
、
山
崎
な
ど
週
辺

商
業
環
境
の
把
握
、
消
費
者
、

経
営
者
、
商
工
会
青
年
部
、
同

婦
人
部
と
の
懇
談
会

　
こ
の
調
査
は
、
十
月
末
で
終

了
し
、
十
二
月
こ
ろ
に
報
告
書

が
で
き
上
が
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
報
告
書
を
受
け
て
地
元

商
店
が
一
致
団
結
し
て
魅
力
あ

る
商
店
街
づ
く
り
に
力
を
入
れ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
他
の
地
区
と
は
一
味
違
う
商

店
街
を
つ
く
り
、
将
来
観
光
客

も
立
ち
寄
っ
て
み
た
く
な
る
よ

う
な
街
並
み
に
し
た
い
も
の
で

す
。
七
月
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
を
配
布
し
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

、
徽

水田

串
ヤ
ン
7
で
親
子
の
壱
冒
な
を

　
清
田
山
自
然
運
動
公
園
は
、
オ
ー
プ
ン
し
て

四
年
目
に
入
り
ま
す
。
毎
年
四
千
人
を
超
す
人

た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
全
天

候
型
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ニ
面
を
造
設
す
る
計
画
で

す
。
キ
ャ
ン
プ
、
テ
ニ
ス
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
つ

り
堀
り
の
楽
し
め
る
清
田
山
自
然
運
動
公
園
を

大
い
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
村
民
の
み
な
さ
ん
一
度
は
、

清
田
山
自
然
運
動
公
園
を
訪
ず

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
の
公
園

は
、
村
外
の
人
は
も
と
よ
り
、
村

内
の
人
た
ち
に
大
い
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
川
は

危
な
い
、
山
も
危
険
と
行
動
が

規
制
さ
れ
、
農
村
の
子
ど
も
た

ち
な
の
に
自
然
の
す
ば
ら
し
さ

を
体
験
し
て
い
ま
せ
ん
。

公
園
を

　
自
然
体
験
の
場
に

　
現
在
、
四
十
歳
以
上
の
人
た

ち
の
子
ど
も
の
こ
ろ
は
近
く
の

山
や
川
を
裏
庭
の
よ
う
に
し
て

遊
ん
だ
思
い
出
が
あ
る
と
思
い

区　　　　　分
利　用　料

備　書
単　位 金　額

駐　　　車　　　場 無　　料

管
理
棟

休　　憩　　室 1時間 50円
シャワー・更衣室 1　回 50円

ス
ポ
ー
ツ
施
設

テニスコート　ト
1時間
半　日

1　臼

1，000円
3，000円
5，000円

1面に付’

バレーホールコート 1時間 500円
テニスラケット 1　回 100円
テニスホール 1　個 実　　費 持ち帰り

運　動広場 無　　料

キ
ャ
ン
フ
施
設

貸テント4人用 1　張 600円 24時間以内
テント持込料 ノノ 400円
貸　　毛　　布 1　枚 200円 24時間以内
ま　　　　　き 1　束 200円
キャン刀アイ粧用まき 1団体 3，000円

炊　事施設 無　　料

バーベキュー用鉄板
1　回 300円（大）
ノノ 200円（中）
ノノ 100円 （小）

釣堀 鯉釣券は管理棟にありますので、注意事項等の上入場下さい。

清田山自然運動公園管理組合　（魯63－3001）

役場開発課（台63－2511）

固
回
回
回
圏
團
図
囚
回

ま
す
。
こ
の
楽
し
か
っ
た
思
い
出

が
、
こ
の
地
に
生
き
て
い
く
原

動
力
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
玄

今
、
都
会
に
住
む
人
た
ち
が
自

然
の
大
切
さ
に
目
ざ
め
、
自
然

体
験
ッ
ア
ー
で
田
舎
を
訪
ず
れ

て
い
ま
す
。
自
然
の
大
切
さ
は
、

無
い
所
に
住
ん
で
は
じ
め
て
し

み
じ
み
と
感
じ
る
も
の
の
よ
う

で
す
。

　
現
在
の
教
育
の
荒
廃
は
、
自

然
の
中
で
遊
ぴ
な
が
ら
学
ぷ
、

年
上
の
人
へ
の
尊
敬
、
年
下
へ

の
い
た
わ
り
の
心
の
欠
如
も
原

因
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
、
自
主
性
の

あ
る
立
派
な
人
間
に
育
て
る
た

め
に
は
、
清
田
山
自
然
運
動
公

園
な
ど
を
利
用
す
る
方
法
も
一

つ
で
す
。

　
大
人
は
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を

通
し
て
、
昔
の
楽
し
か
っ
た
思

い
出
や
自
然
の
大
切
さ
を
話
し

て
や
り
た
い
も
の
で
す
。

つ
り
堀
り
、

　
　
つ
か
み
ど
り
好
評

　
清
田
山
自
然
運
動
公
園
で
は

盆
の
十
五
日
に
盛
大
な
祭
り
を

行
い
ま
す
。
昨
年
、
子
ど
も
会

で
利
用
し
た
十
日
町
の
高
島
の

野
上
さ
ん
は
「
河
岸
段
丘
の
な

が
め
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
こ
と

と
子
ど
も
た
ち
に
は
つ
り
堀
り

が
大
好
評
で
し
た
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

パンツ1枚でハリキル子どもたち

魅離島づ濯

商店街診断実施

　
中
里
村
商
工
会
（
広
田
寛
吾

会
長
）
で
は
、
近
い
将
来
実
施

さ
れ
る
国
道
一
一
七
号
線
拡
幅

に
対
応
し
、
魅
力
あ
る
商
店
街

形
成
の
た
め
「
商
店
街
診
断
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
国
道
一
一
七
号
線
の
拡
幅
は

駒
返
り
の
清
津
橋
取
付
道
路
か

ら
国
道
三
五
三
号
線
接
点
ま
で

の
一
・
五
緯
が
、
今
後
十
年
く

ら
い
で
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
山
崎
、
上
山
の
中
心
街
も
、

近
い
将
来
拡
幅
さ
れ
る
計
画
で

す
。　
道
路
の
拡
幅
を
契
機
に
、
老

朽
化
し
て
い
る
商
店
街
を
魅
力

昭和61年6月10日広報・なかマご5
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昭和60年度中里村村政功労者一覧表

大変ご苦労様でした

村
の
基
礎
を
築
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
た
ち

　
村
で
は
、
村
政
三
十
周
年
を

節
目
と
し
、
中
里
村
ほ
う
賞
規

則
を
六
十
年
三
月
に
制
定
し
ま

し
た
。
こ
の
規
則
は
、
村
政
の

進
展
、
文
化
の
向
上
、
そ
の
他

村
民
の
福
祉
の
増
進
の
た
め
に

多
大
な
功
労
の
あ
っ
た
人
や
村

民
の
模
範
と
な
る
善
行
を
し
た

人
を
表
彰
す
る
た
め
に
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。

　
ほ
う
賞
を
受
け
る
た
め
の
基

準
は
、
議
会
議
員
十
二
年
、
常

勤
特
別
職
八
年
、
農
業
委
員
会

十
二
年
と
い
う
よ
う
に
各
分
野

毎
に
年
数
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

三
十
七
人
を
表
彰

　
規
則
を
制
定
し
て
以
来
は
じ

め
て
の
表
彰
式
が
、
五
月
六
日

総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

人
は
、
自
治
功
労
者
二
十
二
人
、

教
育
功
労
者
一
人
、
産
業
功
労

者
四
人
、
土
地
改
良
功
労
者
四

人
、
社
会
福
祉
功
労
者
一
人
、

保
健
体
育
功
労
者
二
人
、
防
災

功
労
者
二
人
、
交
通
運
輸
功
労

者
一
人
の
計
三
十
七
人
で
す
。

　
表
彰
式
の
中
で
上
村
村
長
は

「
三
十
年
と
い
う
長
い
間
、
み

な
さ
ま
か
ら
村
政
発
展
の
た
め

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
も
村
政
推
進
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」

と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
こ

の
後
、
一
人
く
に
表
彰
状
と

金
一
封
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
毎
年
、
ほ
う

賞
審
査
会
で
功
労
対
象
者
を
審

議
し
表
彰
い
た
し
ま
す
。

表彰を受ける人たち

　
三
月
の
定
例
村
議
会
で
、
助
役
に
鈴
木

敏
雄
氏
（
前
収
入
役
）
、
収
入
役
に
樋
口

信
治
氏
（
前
総
務
課
長
）
が
選
任
さ
れ
た

こ
と
は
、
み
な
さ
ん
が
ご
存
知
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
で
十
六
年
ぶ
り
に
三
役

が
揃
い
、
万
全
な
体
制
で
村
政
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
就
任
以
来
二
ヵ
月
が
過
ぎ
た

助
役
、
収
入
役
の
お
二
人
と
新
し
く
公
民

館
長
に
な
ら
れ
た
山
本
森
治
さ
ん
に
、
現

在
の
心
境
を
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

6

該当条項 氏　　　　名 部　落

自治功労 服　部　正　義 桂

〃 鈴　　木　　一　　郎 重　　地

〃 樋　　口　与三郎 朴木沢
〃 中　島　迫　治 本屋敷
〃 南　雲　　吉之助 堀之内
〃 井之川　佐平治 如来寺
〃 上　　原　　国　　一 上　　山

〃 樋　　ロ　省　三 宮　　中

〃 服　部　　武　　男 小　　原

〃 村　　山　孝　　平 田　　沢

〃 大　島　芳　信 山　崎
” 小　柳　　定　夫 如来寺
〃 富　井　　　　博 如来寺
〃 吉　楽　実太郎 田　　沢

〃 藤　　田　宇　一 宮　　中

〃 小　林　豊　政 荒　　屋

〃 鈴　　木　　佐十郎 下　　山

〃 山　岸　　巳之政 堀之内
〃 故滝　　沢　　謙　　治 重　　地

〃 故広　田　富左工門 干　溝
〃 故高　橋　　熊　蔵 倉　俣
〃 故柳　　　　栄　　久 本屋敷

教育功労 村　　山　軍　　英 桂

産業振興功労 太　　島　　虎　　男 如来寺
〃 服　部　　喜一郎 如来寺
〃 上　　原　　一　　男 上　　山

〃 斎　　喜　　俊　　二 倉　俣

土地改良功労 井ノ川　　三之助 田　中
〃 吉　　楽　　富　徳 上　　山

〃 吉　　楽　　寛　　三 上　　山

” 富　井　　寿美雄 市之越

社会福祉功労 斎　藤　　大　馨 本屋敷

保健体育功労 仲　　林　　素　　司 上　　山

〃 井　　口　清　一 上　　山

防災功労 吉　楽　福一郎 上　　山

〃 広　　田　　宏太郎 干　　溝

交通運輸功労 清　　滝　　勝　　蔵 荒　　屋

●

助　役

鈴木敏雄
　　　（65歳）

　
人
事
を
尽
し
て
天
△
叩
を
侯

つ
。　
村
議
会
、
各
種
団
体
等
と

の
連
絡
強
調
態
勢
の
確
保
、

内
部
事
務
執
行
状
況
の
把
握

に
努
め
、
村
長
と
不
離
一
体

で
村
の
発
展
に
尽
力
す
る
。

信治
　　　（53歳）

収入役

樋口

　
収
入
役
を
拝
命
し
て
早
や

一
一
カ
月
、
円
高
、
金
利
の
引

下
げ
等
、
大
変
な
時
代
を
迎

え
て
お
り
ま
す
が
、
厳
に
無

駄
を
省
き
健
全
財
政
の
確
立

が
当
面
の
課
題
で
す
。
各
位

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
剃
治
椛

　
森

長
本

館
民
山

公

　
初
め
て
の
仕
事
で
五
里
霧

中
の
状
態
で
す
が
、
み
な
さ

ん
が
気
軽
に
立
寄
れ
る
公
民

館
づ
く
り
に
努
力
い
た
し
ま

す
。
そ
し
て
、
ゆ
た
か
な
ふ

れ
あ
い
の
あ
る
村
つ
く
り
の

お
役
に
立
ち
た
い
。

躾難猛　

、琳享

：肇姦ぎ＝

』了F竃・ま；

｝‘“ξ，：

雛
三餓

，免9｝》

ー
の
仕
業
で
す
。
極
く
マ
ナ
ー
の
悪
い
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、

道
路
に
空
き
缶
だ
け
で
な
く
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
ま
で
捨

て
ま
す
。
道
路
へ
の
投
げ
捨
て
は
と
て
も
危
険
で
す
。
お

互
い
に
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
海
へ
　
山
へ

の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
と
こ
ろ
が

い
ざ
目
的
地
に
着
い
て
み
る
と

そ
こ
ら
中
に
空
き
缶
が
捨
て
ら

れ
て
い
る
　
　
。
こ
れ
で
は
せ

っ
か
く
の
楽
し
い
気
分
も
半
減

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
不
愉
快
な
気
分
を

し
た
あ
な
た
自
身
は
、
空
き
缶

を
投
げ
捨
て
た
覚
え
が
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
こ
の
地
方
で
は
、
毎
年
春
先

　
セ
き
ざ
ら
い
（
川
の
掃
除
）

　
し
ま
す
。
こ
の
時
泥
の
入
っ

草むらにいっぱい投げてあるんですよ

た
空
き
缶
の
多
さ
に
驚
か
さ
れ

ま
す
。
近
く
に
ゴ
ミ
箱
が

　
　
　
な
か
っ
た
か
ら

　
環
境
庁
の
モ
ニ
タ
ー
調
査
に

よ
れ
ば
、
空
き
缶
を
捨
て
る
理

由
の
第
一
が
「
近
く
に
ゴ
ミ
箱

が
な
か
っ
た
か
ら
」
で
す
。
次

い
て
「
自
動
車
に
乗
っ
て
い
て

始
末
に
困
っ
た
か
ら
」
　
「
ゴ
ミ

箱
の
あ
る
と
こ
ろ
や
家
ま
で
も

っ
て
い
く
の
が
面
倒
だ
っ
た
か

ら
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
の
言
い
分
も
冷
静
に
考
え

て
み
ま
す
と
随
分
自
分
勝
手
な

考
え
方
で
す
。
日
本
中
の
人
が

み
ん
な
こ
ん
な
考
え
方
で
あ
れ

ば
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

き
缶
を
始
末
す
る
く
ら
い
の
気

持
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

空
き
缶
は

　
　
　
　
貴
重
な
資
源

　
一
年
間
に
、
わ
が
国
で
つ
く

ら
れ
る
ジ
ュ
ー
ス
や
ビ
ー
ル
な

ど
の
飲
料
缶
は
、
な
ん
と
百
億

個
。
ス
チ
ー
ル
缶
、
ア
ル
ミ
缶
、

ス
チ
ー
ル
と
ア
ル
ミ
の
混
合
缶

の
三
種
類
で
す
が
、
こ
れ
ら
を

つ
く
る
の
に
約
四
十
万
ト
ン
の

鉄
と
三
万
ト
ン
余
り
の
ア
ル
ミ

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

そ
れ
ら
の
製
造
原
料
は
も
ち
ろ

ん
、
製
造
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
で
あ
る
石
油
も
、
ほ
と
ん

ど
輸
入
に
た
よ
っ
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
ア
ル
ミ
缶
は
、
電

力
の
か
た
ま
り
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
で
、
一
年
間
に
製
造
さ
れ
る

二
十
億
個
の
ア
ル
ミ
缶
を
つ
く

る
の
に
、
約
三
十
万
世
帯
の
家

庭
用
電
力
一
年
分
が
必
要
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
半
面
、
ア
ル
ミ
缶

は
比
較
的
容
易
に
再
生
で
き
る

と
い
う
長
所
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
家
庭
に
空
き

缶
入
れ
を
作
っ
て
、
再
利
用
の

ゴ
ミ
収
集
日
に
ま
と
め
て
出
し

ま
し
よ
・
つ
。

10本
1人平均虫歯本数

9，3本

2
ノ
￥ 5．6本

一
年5本
度
春

1．1本
期
検

0，6本

診
） 1歳半　　2歳 3歳 5歳

　
そ
こ
で
ち
ょ
っ
と
気
配
り
し

た
い
こ
と
は
、

1
家
の
中
に
常
に
糖
分
の
多
い

　
お
や
つ
を
山
積
み
に
す
る
よ

　
う
な
買
い
お
き
は
や
め
よ
う
。

2
お
や
つ
の
時
間
を
き
め
て
与

　
え
、
食
べ
た
ら
水
や
お
茶
を

　
の
ま
せ
よ
う
。

3
一
日
一
回
は
大
人
が
よ
く
歯

　
を
み
が
い
て
あ
げ
よ
う
。

＝
歯
”
号
三
盤
｝

　
一
歳
児
だ
と
、
大
人
が
与
え

た
も
の
し
か
食
べ
ま
せ
ん
が
、

二
歳
す
ぎ
る
と
自
分
で
お
や
つ

を
も
っ
て
き
て
食
べ
ま
す
。
大

人
が
与
え
な
い
よ
う
と
し
て
も

要
求
す
る
し
、
し
か
も
自
我
が

強
く
、
要
求
が
通
ら
な
い
と
泣

い
た
り
す
る
の
で
、
子
守
り
を

す
る
人
も
頭
で
わ
か
っ
て
い
て

も
、
お
や
つ
を
管
理
す
る
の
は

な
か
な
か
大
変
で
す
。

フ
ッ
素
で
虫
歯
予
防
を
！

自
分
の
空
き
缶

　
　
プ
ラ
ス
も
う
一
個

　
自
然
の
美
し
い
き
れ
い
な
村

に
す
る
た
め
に
は
、
一
人
一
人

の
心
が
け
が
大
切
で
す
。
戸
外

で
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
飲
ん
だ
と

　
村
で
は
、
子
ど
も
の
虫
歯
予

防
に
力
を
い
れ
る
と
い
う
事
で
、

今
年
か
ら
新
規
事
業
と
し
て
二

歳
児
検
診
を
は
じ
め
ま
し
た
。

下
記
の
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
る
よ

う
に
、
一
歳
半
・
二
歳
で
は
一

人
平
均
一
本
位
の
虫
歯
が
、
三

歳
に
な
る
と
五
・
六
本
、
五
歳

だ
と
九
・
三
本
と
、
二
歳
か
ら

三
歳
の
一
年
間
に
急
増
し
て
い

ま
す
。

　
村
の
歯
科
診
療
所
に
は
フ
ッ

素
の
粉
を
お
い
て
あ
り
ま
す
。

（
フ
ッ
素
1
袋
百
円
、
3
ヶ
月

分
。
ビ
ン
付
2
袋
の
セ
ッ
ト
だ

と
千
円
）
。
保
育
所
へ
は
い
る

ま
で
は
フ
ッ
素
液
を
歯
ブ
ラ
シ

に
つ
け
て
み
が
い
て
あ
げ
る
こ

と
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
歯
科
診
療
所
ま

で
。

、
慧
騰
田

　
子
　
智
　
井
　
富

昭和6／年6月／0Eヨ広報かかマと7



回四9回
〈
み
な
さ
ん
に
関
係

あ
り
ま
す
。
見
だ
し

だ
け
で
も
目
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村では、毎年9月15日の敬老の日に

合せ老人福祉大会を実施しています。

昨年からボランティアでアトラクシ

ョンの部をやっています。

昨年は、唄、踊り7団体、個人3人

保育所園児が出演してくれました。

今年も、アトラクションの部をボラ

ンティアのみなさんから盛り上げてい

ただきたいと思います。

地域のために貢献されたお年よりの

ために、あなたの芸を披露してください。

★申込み　7月30日までに住民課福祉

係まで。お待ちしています。

老齢墓礎年金の

　繰上げ請求は慎重に

4　　老齢基礎年金の繰上げ請求は得か？

懸損か？請求時によく考えてみましょう。

　　老齢基礎年金と老齢厚生年金の受給

　年齢は、どちらも65歳からとなりまし

　た。ただし厚生年金には、60歳から65
　歳までの間支給される特別支給の老齢

　厚生年金があります。

　　老齢基礎年金については希望により

　65歳未満でも請求により受給すること

　ができますが、年齢に応じて一定の率

　で年金額が減額されます。たとえば60

　歳で請求した場合は42㌫減額されます。

　この減額率は終生続きます。なお繰上

　げ請求をした場合、老齢厚生年金の特

　別支給を受けている人は、老齢厚生年

　金が支給停止になりますので注意をし

　てください。
　　詳しくは、住民課国民年金係まで。

この作品は山田まゆみさんの協力で

掲載しています。

＼
村
で
は
、
六
月
十
日
現
在
、

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
日
が
、
九

百
四
十
五
日
に
な
り
ま
す
。
千

日
達
成
日
は
、
七
月
五
日
に
な

り
ま
す
。
村
で
は
、
達
成
日
の

七
月
五
日
に
、
千
日
達
成
記
念

事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ

の
計
画
は
、
万
一
死
亡
事
故
が

起
き
れ
ば
中
止
と
な
り
ま
す
。

記
念
事
業
の
ご
案
内

★
記
念
大
会

　
日
時
　
七
月
五
日
ω

　
　
　
午
前
卜
時
二
十
五
分
～

　
　
　
十
二
時

満州開拓団

　第1回慰霊祭のご案内

満州共栄開拓団の引揚げ者が中心と

なって、昨年東田沢の村山長一郎さん

宅脇に慰霊碑が建立されました。開拓

団関係者は、この碑の建立を契機に保

存会をつくって、慰霊祭などを行って

いく考えです。

今年の慰霊祭は、6月15日（日）に開か

れます。みなさんのご参集をお願いし

ます。

★催物　O法要（午前10時～）

　　　O写真撮影
　　　O詩吟・民謡・カラオケ大会

　　　（午後1時～）
このころには、慰霊碑の脇の池に、

蓮が咲きほこります。ご家族づれでお

いでください。

防火管理者講習会のご案内

防火管理者講習会（資格取得）が十

日町地域消防本部で実施されます。

★日時　7月10日、11日
★場所　十日町地域消防本部

★申込み6月23日～7月5日

　　十日町地域消防本部
※申込み用紙等詳しくは、十日町地域

消防本部まで（a57－1555）

戦没者等の遺族に

　　　特別弔慰金が

　このたびの法律改正により、昭和60

年4月1日に、同一の戦没者に関し、

公務扶助料、遺族年金等の支給を受け

ているものがいない戦没者の遺族に、

甕遍死亡寧赦ゼロ

lOOO日達成縫
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場
所
　
中
里
中
体
育
館

　
催
物
　
記
A
．
心
大
会
・
ア
ト
ラ

　
　
　
タ
シ
ョ
ン
（
県
警
ヘ

　
　
　
リ
こ
し
か
ぜ
号
、
県

　
　
　
警
カ
ラ
ー
カ
ー
ズ
、

　
　
　
音
楽
隊
来
村
）

★
記
念
パ
レ
ー
ド

　
日
時
七
月
五
日
ω

　
　
　
午
後
一
時
～
二
時

　
コ
ー
ス
役
場
前
か
ら
国
道
三

　
　
　
五
三
号
線
接
点
ま
で

　
記
念
大
会
及
び
パ
レ
ー
ド
を

盛
り
上
げ
る
た
め
、
一
般
の
人

た
ち
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。．
．
幹
髄
構
亟

　
従
来
、
原
付
バ
イ
ク
は
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
義
務
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
七
月
五
日

か
ら
は
、
着
用
が
義
務
化
に
な

り
ま
す
。
村
内
で
は
、
原
付
バ

イ
タ
運
転
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
未

着
用
が
目
立
ち
ま
す
。
し
月
症

日
か
ら
は
、
違
反
し
ま
す
と
一

点
減
点
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

決
し
て
人
の
た
め
に
着
用
す
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の

身
を
守
る
も
の
で
す
。

　
今
年
に
入
っ
て
す
で
に
六
件

の
交
通
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

お
互
い
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
身
を
守

り
ま
し
よ
う
。
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特別弔慰金として額面30万円、十年償

還の国債が支給されます。

　この特別弔慰金を受けるには、請求

書の提出が必要です。また、昭和63年

6月13日までに請求書を提出しないと

受給できなくなります。早めに住民課

弔慰金担当までおいでください。

警察官（大学卒）募集のご案内

★採用予定日

　昭和62年4月1日
★応募受付期間

　5月29日（木〉～7月21日（月）

★受験資格

　昭和34年4月2日から昭和40年4
　月1日までに生まれた男子で、大

　学（短期大学を除く）を卒業した

　人、または昭和62年3月31日まで

　に卒業する見込みの人。

★試験の日時・場所

　第一次試験
　8月3日（目）新潟市白新中学校

　　受付開始　午前8時
　　試験開始　午前8時30分
　第二次試験
　8月下旬　　新潟市
★申込み手続き

　受験申込用紙は、警察署、派出所、

　駐在所にありますのでお申出くだ

　さい。

「みんなで防ごう士砂災害」

～6目は士砂災害防止月間～

土砂災害（土石流、地すべり、がけ

崩れ）は一瞬のうちに尊い命や貴重な

財産を奪ってしまいます。

O雨が長く降り続くときや大雨のとき。

O川の水、井戸水、湧水の量が変化し

　たり、濁り出したとき。

O土地にき裂、陥没、隆起が生じたと
　き。

は非常に危険です。

「危ないな」と思ったら、まず避難を

しましょう。

　日ごろから家の近くの山、がけ、川

などをよく点検し、いつもと違う点、

おかしな点を見つけたら、すぐに建設

課（電話63－2511）か十日町土木（砂

防）事務所（電話57－5511）へ連絡し

てください。

事業所統計調査に

　　　　ご協力を
事業所統計調査は、7月1日現在で
個人経営の農林漁家を除く全国すべて

の事業所を対象として行われる調査で

す。調査の結果は、国はもちろん市町

村での行政や経済諸施策に利用されま

す。7月上旬に調査員が各事業所に伺

いますので、ご協力をお願いします。

7月1日　事業所統計調査

7月1日～31日
社会を明るくする運動

毎年7月は“社会を明るくする運動”

月間です。　“杜会を明るくする運動”

は、すべての国民が犯罪、非行の防止

と罪を犯した人たちの立直りに暖かい

愛の手を差しのべ、犯罪や非行のない

明るい社会を築こうとする運動です。

今年の重点目標は、　「地域活動の推

進による少年の非行防止と更生の援助」

です。青少年を非行に走らせないため

悪書の販売、酒類の深夜販売の禁止な

どにご協力をお願いします。

停電のお知らせ
★日時　6月12日（菊午後1時～5時

★場所　土倉、倉下の全部

善意をありがとう

◎保育所園児にこいのぼりのプレゼン

　ト　堀之内　工一デルワイス社（山

岸角太郎氏）

◎役場、総合センター、老人センター

にお花のプレゼント。

桂服部辰勇氏

児童手当2人目から

今回の制度改正で、昭和61年6月1

日より、18歳未満の児童を2人以上養

育している人（ただし、そのうちの1

人以上が義務教育就学前であること）

が対象となります。

　ただし、この改正は、3力年で段階
的に実施されますので、昭和61年度の

対象者は、昭和59年6月2日以後に生

まれた児童を含む、2人以上の児童を

養育している人が対象となります。

詳しくは、住民課児童手当担当まで

　（倉63－2511内32）
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な
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あ愈澹のひδぽ

「
だ
い
く
と
お
に
六
」
の
お
話

を
聞
い
て
、
お
に
が
だ
い
く
に

目
玉
を
よ
こ
せ
と
、
い
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
か
き
ま
し
た
。
び

っ
く
り
し
た
だ
い
く
の
よ
う
す

や
、
が
ん
こ
そ
う
な
お
に
の
よ

う
す
が
分
か
る
よ
う
に
か
き
ま

し
た
。

て　く蔓　渡辺　進吾くん
　　　　（3年）

『
司
ρ
墨
噸
引

回
回
回
回
・

姥 わ”象の綾⑮
角間山田貴志
　　　　父・一男　母・千代子
きかなくてあばれん坊という貴
志君。本を見たり、外で車に乗るの

が大好きといいます。お母さんは
「素直で友達がいっぱいできる子
になってほしい」と願っています。

万年橋・小出

小出

山本義久さん

万年橋の前身は、つり橋でした。

昭和11年前のつり橋は、大水が出て何

度か流されました。大正末期に流され

たときは、つり橋のワイヤーに鉄塔の

廃線を利用しました。このワイヤーは

三多古山にあった鉄塔の廃線で村総出

で二臼がかりでかつぎ出しました。

このころのつり橋は、両岸に鳥居の

ようなものを建て、それに上下4本の

線を張った簡単なもので￥橋の中央は

波を打ったり，横ゆれがして恐かった

のを覚えています。

昭和11年に、役場が架けてくれたつ

り橋は、荷物を積んでいない車がやっ

と通れる位の橋でした。米や炭は、そ

こまで荷馬車で運び橋の上は背中でそ

ったものです。昭和45年に現在の橋が

完成したときは、仮装大会をやって唆

工を喜びました。

墾
召

　
　
　
　
　
癒

　
六
月
一
日
、
田
沢
小
学
校
で
は
、
校

舎
お
別
れ
大
運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。

前
日
の
雨
と
打
っ
て
変
っ
た
青
空
の
下

小
学
生
は
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

両
親
や
祖
父
母
に
見
て
も
ら
お
う
と
懸

命
に
走
り
ま
し
た
。
　
「
太
郎
君
ガ
ン
バ

レ
・
花
子
ち
ゃ
ん
ガ
ン
バ
レ
」
と
大
き

な
声
援
が
飛
び
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
日
ご
ろ
子
ど
も
た
ち
と

ふ
れ
あ
い
の
少
な
い
お
父
さ
ん
も
、
綱

引
き
や
チ
ュ
ー
ブ
送
り
に
出
場
し
昼
食

で
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
会
話
が

は
ず
み
ま
し
た
。

　
昼
休
み
時
間
に
は
、
校
舎
見
学
も
で

き
、
昔
つ
け
た
柱
の
キ
ズ
や
石
炭
ス
ト

ー
ブ
で
煙
か
っ
た
教
室
な
ど
を
回
っ
て

思
い
出
を
確
か
め
ま
し
た
。
七
月
中
に

校
舎
が
取
り
壊
さ
れ
ま
す
。

地
域
お
こ
し
に

　
　
　
　
　
冑
年
の
力
を

　
昨
年
の
村
制
三
〇
周
年
祭
で
盛
り
上

が
っ
た
盆
踊
り
大
会
。
「
こ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
今
後
も
持
続
さ
せ
た
い
」
と
公
民

館
で
は
、
今
年
度
か
ら
地
域
お
こ
し
青

年
活
動
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
打
合
せ
会
が
六
月
二
日
夜
、
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
商
工
会
青
年

部
、
農
協
青
年
婦
人
部
、
妻
有
会
、
倉
俣

青
年
会
の
代
表
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
夜
の
打
合
せ
で
は
「
村
全
体
を
対

象
と
す
る
こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
作
り
は

と
て
も
よ
い
こ
と
だ
」
と
出
席
者
の
意

見
が
一
致
し
次
回
は
、
各
方
面
の
青
年

団
体
の
リ
ー
ダ
ー
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

鯵
嘩

，
吃
、
誓
　
　
　
　
　
走

舘
顛

　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
2
危

峯
ノ

Y
｝
Y
｝
｝
｝
｝
詔
1

綾
雷
さ

り上原修＿三さん（荒屋）

ワ　　干佼子　　　⑭
きっかけは…・・Oわたしが修三さんに人目ぼれしたんで

　　　すよ。そのときはとっても燃えたんですが、

　　　熱がさめかかったら、今度は修三さんが積極

　　よ羊第一印象、ま鵬参欝徽つて，明る、、感じ

田港1　編膿㍑まじめつぼくないと

沢ら
　　　　　｝結婚を決意したのは…0り家内の両親がとってもいい人
　　　　　｝　　　なんですよ・「この両親の娘なら」と思’まし
　　　　　｝　　　　　　た。O修三さんの情熱ですね。この人なら幸

　　運　　　　　｝　　　せにしてくれると思いました．
　　　　　｝　エビ、ノードは……り新婚旅行は、金も無いので信州の山

小嚥　駿鵬糟簾星藷
学卑轡驚難朧享僻
校聾渉汁渉渉渋施渉渋汁

　　　　　　　　　　　　んパトなの業

組織づくりについて話し合う青年たち

き
、
組
織
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
が
軌
道
に
乗
り
ま
す
と
地

域
お
こ
し
の
た
め
の
学
習
活
動
や
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
地
域
お
こ

し
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
青
年
の
パ
ワ
ー
が
大
い
に
発
揮
で
き

る
よ
う
み
ん
な
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

リズムに合せて踊りもかろやかに

レ
ク
ダ
ン
ス
で
汗
を

　
軽
快
な
音
楽
に
合
せ
て
踊
る
、
レ
タ
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
は
と
て
も
楽
し
い
も
の
で

す
。
毎
週
水
曜
日
、
午
後
八
時
か
ら
の
一
時

間
、
レ
タ
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
の
集
い
が

総
合
セ
ン
タ
！
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
現
在

二
十
人
の
お
母
さ
ん
方
が
、
夕
食
の
後
片
付

け
を
終
し
た
後
、
軽
く
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
民
謡
・
ゲ
ー

ム
な
ど
そ
の
場
に
応
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
組

合
せ
で
や
っ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
い
人
は
、

ズ
ッ
タ
を
持
っ
て
水
曜
日
、
夜
八
時
、
総
合
セ

ン
タ
ー
ま
で
。

＊
お
め
で
た
＊

弘
展
（
江
口
登
）
干
溝

智
　
代
（
島
田
勝
広
）
倉
俣

通
　
信
（
富
井
繁
雄
）
市
之
越

博
信
（
樋
口
清
和
）
朴
木
沢

大
　
志
（
樋
口
　
整
）
通
り
山

達
　
也
（
樋
口
勝
彦
）
荒
　
屋

早
紀
（
岡
村
正
巳
）
新
里

　
亮
　
　
（
小
林
　
衛
）
東
田
尻

亜
沙
美
（
村
山
善
一
）
田
　
沢

延
大
（
村
山
勝
利
）
田
沢

＊
ご
結
婚
＊

｛
紬
細
恵
覇
麟
胡

熱
糞
細
翫

靡
鞠
骨
翫

｛
詳
恵
ヨ
稗
南
輌

熱
二
覇
．
畑
臨

無
難
酎
帖

＊
お
く
や
み
＊

　
　
　
　
　
　
　
へ

　
吉
楽
　
栄
二
　
6
6
　
上
　
山

　
桑
原
　
ク
マ
　
7
5
　
田
　
代

　
小
柳
ふ
た
え
6
5
豊
里

　
鈴
木
　
正
平
　
6
0
　
倉
俣

　
川
田
久
美
子
5
5
干
溝

磯
欝
灘
羅

田
圧
㊥
　
　
　
人
人
件
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
　
　
3
2
6
65
累

　
　
　
数
　
　
9
末

　
　
　
者
反
　
　
月

　
　
　
挙
違
数
回
（

獄
識
畿

響
鷲
難

皿
田
田
田
　
　
　
　

●
　
　
●
　
　

●
　
　
●

一
田
田
田

　
七
月
五
日
か
ら
、
原
付
バ
イ

タ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
義

務
化
に
な
り
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
身
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

　
雨
の
日
の
夜
間
運
転
は
、
歩

行
者
が
見
え
に
く
く
大
変
危
険

で
す
か
ら
十
分
注
意
し
て
運
転

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　　〈アブラナのなかま〉

植物の仲間分けができると、図鑑を簡単

に使うことができるようになります。花を

見れば、だれでも見分けられるのがアフラ

ナの仲間です。アフラナ科の花は十字形で、

花弁4枚・がく片4枚・おしべ6本・めし

べ／本から成っています。この科には、大

根・白菜・キャベツ・カブなどの作物も多

いのです。また、モンジロチョウやスジグ

ロシロチョウの幼虫が、この科のものを食

べます。道ばたのイヌガラシでも、卵や幼

虫を見つけることができます。

11 広報くド　◎、マ　ご　　　昭和6／年6月／0日
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